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個人は自分の基本的特徴を相対的にもとらえることができるようになる。   
このような自己知識について，Neisser（1993）は次の5つの視点からとらえられるとした。  
生態学的自己 対人的自己，想起的自己，私的自己，概念的自己である。特に前の2つは，経験  
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水間：自己形成過程に関する研究の概観と今後の課題   
りも反応時間が短いこともKuiper＆Rogers（1979）によって明らかにされた。ここから，自  
己に関わる情報は，より選択的に知覚されるのみでなく，より記憶されるようであることがわか  
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水間：自己形成過程に関する研究の概観と今後の課題  
3．我々の行動によって重ねられる経験  



































－435－   





























に変えるほどの経験になることがある可能性を十分考えていくことができるのである。   
いかなる変数が個人の経験世界において重要なものとされているのかを探るものとしては，  
McGuire（1984）の研究が興味深い。McGuire（1984）は，自己に関する自由な記述を「あな  
たについて話してください（Tellus about yourself）」という質問によって求めた。そこで表  
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水間：自己形成過程に関する研究の概観と今後の課題  
て経験されるものすべて－それらが意識的に知覚されようとされまいと－を包含する（Rogers，   
1951；p．483）」と述べる。すなわち，個人は経験の世界に身をおき，そこで経験を重ねている。そ   
の経験世界での個々の瞬間にさまざまな力動をもって構成された世界のあり方が「場」とよばれる  
ようである。  
4．ただし，Greenwald＆Banaji（1989）は，その際の記憶の促進効果は自己が熟知された評価対   
象であることによるのであり，その条件を満たすものであれば自己でなくともよいのではないかと   




5．ただし，自己評価のような抽象的なレベルで自己をとらえた場合には，それと行動との関連につい   
て矛盾した結果も提出されている（e．g．，Pelham，1993；Prout＆Prout，1996）。ただ，これ  
は，自己評価の高さが個人において一体いかなる自己を示しているのか，いかなる意味をもっのか   
を具体的なレベルで理解されていないことによると考えることができる。すなわち，先のような自   
己から経験への予測は，「自分は00である」というような具体的な内容を把握した上でなされな  
ければならないということである。  
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